【2008年度第2外科復元問題追加】
4-1. 以下の徴候と疾患で正しい組み合わせを選べ。
a. cut colon sign (colon cut off signの復元ミスの可能性高い)- 急性膵炎
b. Charcot三徴 ‐ 急性胆嚢炎
c.　？
d. Grey Turner - 急性膵炎
e. board kerning sign (key board signの復元ミスの可能性もあり)- 小腸イレウス
4-3. 次のうち正しい組み合わせはどれか。
1. 内鼠径ヘルニア－加齢や肥満による筋膜の脆弱化が原因である。
2. 外鼠径ヘルニア－陥頓を起こしやすい。
3. 小児ヘルニア根治術－McVay法を行う。
4. 大腿ヘルニア－中年以降の女性に好発する。
5. 大腿ヘルニア根治術－Potts法を行う。
5-4. 間違っているものを選べ 

a) 消化管癌は多段階発癌である。
b) p53遺伝子異常が消化管癌にはない（？）
c) 肝癌では多形性発癌を考える。
d) 血管新生因子は癌の増殖に関与する。
e) 細胞周期関連遺伝子の異常は発癌に関与する。
9-5. 栄養管理の指標となるデータについて正しいものをえらべ。
a半減期の短い順番にアルブミン、トランスフェリン、プレアルブミン
b半減期の短い順番にプレアルブミン、トランスフェリン、アルブミン
c半減期の短い順番にトランスフェリン、プレアルブミン、アルブミン
 

 10-1. 誤っているものを選べ。
(a) 日齢2の新生児。胎便排出遅延、胆汁性嘔吐、腹部膨満あり。腹部X線写真にてfree airを認めた。緊急手術が必要である。
(b) 鎖肛のうち低位型はストーマ造設を必要としないことが多い。
(c) Hirschsprung病の無神経節腸管は肛門側より連続している。
(d) 低出生体重児は成熟児より新生児壊死性腸炎（NEC）や胎便関連性腸炎（メコニウムイレウス）を発症しに

くい。
(e) 鎖肛は胎児超音波検査を用いれば出生前診断が容易である。
 1) 全て　2) a,b　3) c,d　4) d,e　5) eのみ
 

 問題？
急性腹症の患者を診察した外科医の態度として不適切な選択肢をすべて選びなさい。
(a) 患者の状態が良好であったため、確定診断はつかなかったが帰宅させた。
(b) 患者の状態が良好であったが、経過観察目的に入院させた。
(c) 患者の状態が不良であったため、確定診断はつかなかったが緊急手術を行った。
(d) 患者の状態が不良となったので、緊急手術はしなかった。
(e) 患者の状態を判定せずに帰宅させた。
 

 問題？
肝細胞癌について誤りはどれか。
a. 背景病変として最多はHCV関連肝硬変
b .肝予備能の評価としてICGは有用
c. 肝動脈造影にてhypervascular
d. 超音波にてモザイク
e. 肝移植は禁忌
●記述A　
胃切除後の再建法と早期・後期合併症について述べる。
こんな感じだったと思います。
2008年の再試験では、上部胆管癌に対する肝右葉切除時の再建法、幽門輪温存幽門側胃切除時の再建法の図示の問題があったそうです。先天性食道閉鎖の選択肢付きの問題もあったそうです。
